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(54)【発明の名称】 内視鏡用光源装置

(57)【要約】
【課題】  精度良くライトガイドと内視鏡との接続を検
出可能な内視鏡用光源装置を実現する。
【解決手段】  内視鏡用光源装置２０は、内視鏡操作部
側部のライトポストに着脱自在に接続可能なライトガイ
ドファイバ１５を内設したライトガイドケーブル１４を
有している。前記ライトガイドファイバ１５には、光源
ランプ３１からの照明光が供給されると共に、赤外線Ｌ
ＥＤ４１からの赤外光が入射され、前記ライトポスト
（内視鏡との接続面）から反射された戻り光を受光素子
４２によって検出する。前記赤外線ＬＥＤ４１を駆動す
るタイミングを前記受光素子４２による戻り光の検出に
同期させて前記検出光の戻り光のレベルを検出し、この
検出結果により前記内視鏡に前記ライトガイドケーブル
１４が接続されていないことを判断したときには、前記
照明光の供給を遮断させるように構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡に着脱自在に接続可能で、光源で
発生する照明光を前記内視鏡に伝達するライトガイドを
内設したライトガイドケーブルと、
前記光源からの照明光とは異なる波長の検出光を発生
し、この検出光を前記ライトガイドケーブルのライトガ
イドに供給可能な検出光源と、
前記ライトガイドからの戻り光から前記検出光の戻り光
を検出可能なセンサ手段と、
前記検出光の戻り光のレベルを検出し、この検出結果に
より前記内視鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断し
たときには、前記照明光の供給を遮断又は減少させる制
御手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】  前記制御手段は、前記内視鏡と前記ライ
トガイドとの接続時における検出光の戻り光のレベルか
ら所定の境界値を算出し、前記境界値に対して検出した
検出光の戻り光のレベルが低くなったときには前記内視
鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断し、前記境界値
に対して戻り光のレベルが高くなったときには前記内視
鏡と前記ライトガイドとの接続を判断することを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に着脱自在
に接続可能なライトガイドを介して照明光を供給する工
業用又は医療用内視鏡装置に使用される内視鏡用光源装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野および工業用分野で広く用いら
れるようになった内視鏡は、診断あるいは検査対象部位
が生体、プラント等の内部であるので照明する手段が必
要である。このため、一般的な内視鏡では、内視鏡の外
部装置として光源装置を用意し、この光源装置からの照
明光を導光するライトガイド等の照明光導光手段で導光
し、挿入部先端側から被検部位を照明し、照明された被
検部位の光学像をイメージガイドファイバ等の観察手段
で取り込んで観察する構成になっている。
【０００３】このような内視鏡に使用される従来の内視
鏡用光源装置は、例えば特開平９－３０８６０７号公報
あるいはＷＯ９８／０８４３０（ＰＣＴ／ＵＳ９７／１
５８３４）に記載されているように、内視鏡に着脱自在
に接続可能なライトガイドを介して光源ランプからの照
明光を内視鏡に供給するものが提案されている。前記内
視鏡用光源装置は、前記内視鏡から前記ライトガイドの
接続を外したときに眩しさなどを軽減するため、光源を
スタンバイモードにして光源ランプから供給される照明
光の強度を低くするようになっている。
【０００４】しかしながら、前記内視鏡用光源装置は前
記内視鏡から前記ライトガイドの接続を外したことを検
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出するために、前記内視鏡と前記ライトガイドとの接続
を電気的に検出する電気的検出手段を用いているが、こ
の電気的検出手段には電気的な接点をライトガイドケー
ブルに設ける必要が有り、このため電気的接点を有する
専用のライトガイドケーブルが必要であった。また、こ
のような電気的な検出では電気信号に内視鏡と同時に使
用される電気メスなどによるノイズが混入し、精度良く
検出することが困難になる恐れがあった。
【０００５】一方、これに対して、特開昭５６－８３３
２５号公報に記載されている内視鏡用光源装置は、電気
的な検出によらず、被検部位からの赤外線の反射光又は
照明光に含まれる赤外線の反射光を検出することで、前
記内視鏡と前記ライトガイドとの接続を検出するものが
提案されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開昭５６－８３３２５号公報に記載の内視鏡用光源装置
は、被検部位からの赤外線の反射光又は照明光に含まれ
る赤外線の反射光を検出するため、不安定な要因が多く
精度良く検出することは困難であった。本発明は、上記
事情に鑑みてなされたもので、精度良くライトガイドと
内視鏡との接続を検出可能な内視鏡用光源装置を提供す
ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡に着脱自在に接続
可能で、光源で発生する照明光を前記内視鏡に伝達する
ライトガイドを内設したライトガイドケーブルと、前記
光源からの照明光とは異なる波長の検出光を発生し、こ
の検出光を前記ライトガイドケーブルのライトガイドに
供給可能な検出光源と、前記ライトガイドからの戻り光
から前記検出光の戻り光を検出可能なセンサ手段と、前
記検出光の戻り光のレベルを検出し、この検出結果によ
り前記内視鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断した
ときには、前記照明光の供給を遮断又は減少させる制御
手段と、を具備したことを特徴としている。この構成に
より、精度良くライトガイドと内視鏡との接続を検出可
能な内視鏡用光源装置を実現する。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図７は本発明の第１の
実施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態
の内視鏡装置の全体構成図、図２は図１の内視鏡用光源
装置のパネルのレイアウトを示す説明図、図３は図１の
内視鏡に着脱自在に接続されるライトガイドを示す説明
図、図４は図１の内視鏡用光源装置の内部構成を示す説
明図、図５は図４の検出回路を示す回路ブロック図、図
６は図５のＣＰＵの制御を説明するフローチャート、図
７は同期整流後の出力光を示すグラフである。
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【０００９】図１に示すように本実施の形態の内視鏡装
置１は、細長で硬性の挿入部１１を有し、この挿入部１
１の基端側に延設する把持部を兼ねる操作部１２及びこ
の操作部１２の上部に延設する接眼部１３を備えた硬性
内視鏡（以下、単に内視鏡）１０と、この内視鏡１０の
操作部１２側部に設けられた後述のライトポストに着脱
自在に接続可能なライトガイドケーブル１４を介して前
記内視鏡１０に照明光を供給する内視鏡用光源装置（以
下、単に光源装置）２０とから主に構成されている。
【００１０】前記光源装置２０の前面にはパネル２１が
設けられており、図２に示すようなレイアウトで構成さ
れている。このパネル２１には、内視鏡１０交換時に後
述する光源ランプを遮光するＳＴＡＮＤ－ＢＹ部２２
と、前記光源ランプの明るさ制御を自動／手動に切り替
えるＡＵＴＯ－ＢＲＩＧＨＴ部２３と、このＡＵＴＯ－
ＢＲＩＧＨＴ部２３によって手動モードに切り替った際
の前記光源ランプの明るさをアップダウンする設定スイ
ッチ部２４と、前記光源ランプの明るさを縦一列に並ん
だＬＥＤ２５ａで表示するＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ部２５
とが設けられている。
【００１１】前記ＳＴＡＮＤ－ＢＹ部２２にはスタンバ
イスイッチ２２ａ及びスタンバイ状態を告知するスタン
バイＬＥＤ２２ｂが設けられており、このスタンバイス
イッチ２２ａの押下操作によってＳＴＡＮＤ－ＢＹ状態
になるとスタンバイＬＥＤ２２ｂが点灯し、前記光源ラ
ンプからの出力光を遮光可能な機構となっている。そし
て、スタンバイスイッチ２２ａを再操作することによっ
てＳＴＡＮＤ－ＢＹ状態を解除できるようになってい
る。また、前記ＡＵＴＯ－ＢＲＩＧＨＴ部２３にはオー
トスイッチ２３ａ及びＡＵＴＯ－ＢＲＩＧＨＴ状態を告
知するオートＬＥＤ２３ｂが設けられていて、前記オー
トスイッチ２３ａの押下操作によってＡＵＴＯ－ＢＲＩ
ＧＨＴ状態になるとオートＬＥＤ２３ｂが点灯し、光源
ランプ３１の明るさ制御を自動で行う機構となってい
る。そして、オートスイッチ２３ａを再操作することに
よってＡＵＴＯ－ＢＲＩＧＨＴ状態を解除でき、前記設
定スイッチ部２４の手動操作による手動モードで光源ラ
ンプ３１の明るさを調整できるようになっている。
【００１２】図３に示すように前記ライトガイドケーブ
ル１４は前記内視鏡１０のライトポスト１２ａに着脱自
在に接続可能となっており、このライトガイドケーブル
１４にはライトガイドファイバ１５が挿通している。前
記ライトガイドケーブル１４のコネクタ２６はリセプタ
クル２７によって保持され、図４に示すようにライトガ
イドファイバ１５の端面１５ａは光源装置２０内に配置
されるようになっている。
【００１３】前記光源装置２０は、光源部として照明光
を発生するメタルハライドランプ等の光源ランプ３１
と、前記光源ランプ３１を点灯させるランプ電源３２
と、赤外線カットフィルタ（以下，赤外フィルタ）３３
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とを光源部として有している。前記光源ランプ３１には
メタルハライドランプ等の発光部を第１焦点とし、前記
ライトガイドファイバ１５の端面１５ａが第２焦点とな
るような楕円面反射鏡３４（以下、反射鏡）３４が取り
付けられており、この反射鏡３４の反射面は可視光線の
み反射し赤外光が透過するようになっている。また、前
記光源ランプ３１からの直接光の赤外線は、赤外フィル
タ３３でカットされるようになっている。このようにし
てライトガイドファイバ１５には、赤外線が入射されな
いようになっている。
【００１４】前記光源ランプ３１と前記ライトガイドフ
ァイバ１５との間には、前記光源ランプ３１からの照明
光を遮る絞り３５が配置され、この絞り３５はステッピ
ングモータ３６の回転によって作動されるようになって
いる。前記ステッピングモータ３６は、絞り駆動回路３
７によって駆動される。この絞り駆動回路３７は、絞り
制御回路３８によって制御されるようになっている。
尚、前記絞り制御回路３８は、前記設定スイッチ部２４
の手動操作による手動モードに設定されていると、操作
者による前記設定スイッチ部２４の押下操作に従って前
記絞り駆動回路３７を作動させ、所望の明るさを得られ
るようになっている。
【００１５】前記ライトガイドファイバ１５の端面１５
ａには、前記反射鏡３４によって集光された照明光が入
射されるのと同時に、検出光源としての赤外線ＬＥＤ４
１からの赤外光も入射されるようになっている。この赤
外線ＬＥＤ４１は略９５０ｎｍに波長ピークをもつＬＥ
Ｄで、一般的には赤外線リモコンなどに使用されている
ものである。そして、光源ランプ３１の照明光が当たら
ないところ（光路外）に配置される。
【００１６】前記赤外線ＬＥＤ４１から出力された赤外
光はライトガイドファイバ端面１５ａに入射し、このラ
イトガイドファイバ１５を通ってライトポスト１２ａ
（内視鏡１０との接続面）に達する。このライトポスト
１２ａ（内視鏡１０との接続面）では、内視鏡１０を挿
通している図示しないライトガイドに入射する入射光
と、一部入射面から反射する反射光とがある。前記反射
光は、再び通ってきたライトガイドファイバ１５を逆戻
りし、ライトガイドファイバ端面１５ａから光源ランプ
３１側へ戻り光を出射するようになっている。
【００１７】この戻り光をセンサ手段としての受光素子
４２によって検出する。前記受光素子４２はフォトダイ
オードであり、赤外線に感度をもつピンフォトダイオー
ド又は受光素子４２に増幅器を内蔵したものなどを用い
ることができる。そして、前記赤外線ＬＥＤ４１は検出
回路５０によって駆動されると共に、前記受光素子４２
で検出した戻り光は前記検出回路５０によって信号処理
されるようになっている。
【００１８】本実施の形態では、前記赤外線ＬＥＤ４１
を駆動するタイミングを前記受光素子４２による戻り光
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の検出に同期させて前記検出光の戻り光のレベルを検出
し、この検出結果により前記内視鏡１０と前記ライトガ
イドケーブル１４との非接続を判断したときには、前記
照明光の供給を遮断させるように構成する。
【００１９】図４に示すように前記検出回路５０は、発
振周波数を生成する発振回路（ＯＳＣ）５１と、この発
振回路５１で発生した発振周波数で前記赤外線ＬＥＤ４
１を駆動するドライバ回路５２と、前記受光素子４２か
らの受光信号を増幅する増幅回路（ＡＭＰ）５３と、こ
の増幅回路５３で増幅された受光信号を前記発振回路５
１の発振周波数に同期させて、必要な信号成分のみを受
光レベルとして出力する同期整流回路５４と、この同期
整流回路５４からの受光レベルを可変増幅する可変増幅
器５５と、この可変増幅器５５で可変増幅された受光レ
ベルをＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄコンバータ５６と、このＡ
／Ｄコンバータ５６でＡ／Ｄ変換された受光レベルデー
タを読み込み、この読み込んだ受光レベルデータがこの
Ａ／Ｄコンバータ５６の許容範囲であるスケールから外
れた際にＤ／Ａコンバータ５７を介して前記可変増幅器
５５の増幅度を設定してゲイン調整を行うと共に、前記
絞り制御回路３８に制御信号を出力するＣＰＵ５８とか
ら構成される。
【００２０】前記赤外線ＬＥＤ４１は、前記発振回路５
１で発生した発振周波数により前記ドライバ回路５２の
駆動によってＯＮ／ＯＦＦを繰り返し、この発振周波数
で変調された出力光がライトガイドファイバ１５に入射
される。そして、ライトガイドファイバ１５からの戻り
光は受光素子４２で受光され、前記受光素子４２は受光
信号を出力する。この受光素子４２からの受光信号は増
幅回路５３によって増幅され、同期整流回路５４によっ
てタイミングを合わせ必要な信号成分のみが受光レベル
となって出力される。
【００２１】この同期整流回路５４による同期整流で、
ライトガイドファイバ１５から戻ってくるノイズとなる
受光成分が除かれるようになっている。尚、ここでノイ
ズとなる受光成分とは、内視鏡を挿通する図示しないラ
イトガイドを介して被写体から反射されてくる戻り光等
である。
【００２２】そして、同期整流回路５４から出力される
受光レベルデータは、ＣＰＵ５８の制御により増幅度を
設定された可変増幅器５５で可変増幅され、精度良くデ
ィジタル信号に変換される。前記ＣＰＵ５８は、後述す
る図６のフローチャートに従い、ディジタル信号に変換
された受光レベルデータをＡ／Ｄコンバータ５６から読
み込み、前記可変増幅器５５のゲイン調整を行うと共
に、前記受光レベルデータを予め算出した境界値Ｖｓｈ
（設定スレッショルド）と比較して、前記内視鏡１０と
前記ライトガイドケーブル１４との接続、非接続を判断
し、前記内視鏡１０と前記ライトガイドケーブル１４と
が非接続である場合には遮光信号を前記絞り制御回路３
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８に出力する。
【００２３】ここで、図６のフローチャートを参照し
て、前記ＣＰＵ５８の制御を説明する。先ず、予めゲイ
ン調整としてＤ／Ａコンバータ５７にＧＡＩＮを“ＭＩ
Ｄ”（中間値）に設定し可変増幅器５５に出力する（ス
テップＳ１）。次に、ディジタル信号に変換された受光
レベルデータをＡ／Ｄコンバータ５６から読み込む（ス
テップＳ２）。Ａ／Ｄコンバータ５６から読み込んだ受
光レベルデータがこのＡ／Ｄコンバータ５６のスケール
に対してオーバースケールである場合（ステップＳ３）
には、ゲイン調整としてＤ／Ａコンバータ５７にＧＡＩ
Ｎを例えば１／４セット（設定）し可変増幅器５５に出
力し（ステップＳ４）、再び、ステップＳ２へ戻る。
【００２４】一方、Ａ／Ｄコンバータ５６から読み込ん
だ受光レベルデータがこのＡ／Ｄコンバータ５６に対し
てアンダースケールである場合（ステップＳ５）には、
ゲイン調整としてＤ／Ａコンバータ５７にＧＡＩＮを例
えば１／４高くセット（設定）し可変増幅器５５に出力
し（ステップＳ６）、再び、ステップＳ２へ戻る。
【００２５】そして、Ａ／Ｄコンバータ５６から読み込
んだ受光レベルデータがこのＡ／Ｄコンバータ５６のス
ケール内に収まっているときには、前記受光レベルデー
タを予め算出した境界値Ｖｓｈ（設定スレッショルド）
と比較する（ステップＳ７）。ここで、図７に示すよう
に前記内視鏡１０と前記ライトガイドケーブル１４とが
非接続の場合には、受光レベルデータがＶｓｈよりも低
くなる。
【００２６】前記ステップ７で受光レベルデータとＶｓ
ｈとを比較した結果により、受光レベルデータがＶｓｈ
よりも低い場合には、前記内視鏡１０に前記ライトガイ
ドケーブル１４が接続されていないとして、遮光信号を
絞り制御回路３８に出力する（ステップＳ８）。
【００２７】一方、受光レベルデータがＶｓｈ以上の場
合には、前記内視鏡１０と前記ライトガイドケーブル１
４とが接続されているとして、ステップ９及びステップ
１０に示すように今回の受光レベルデータを繰り込んで
Ｖｓｈの補正を行い、再び、ステップＳ２へ戻る。尚、
ステップ９及びステップ１０による動作は、例えば前９
回までと今回の受光レベルデータとの平均値を算出し
（ステップＳ９）、この算出した平均値の９０％を取り
次回のＶｓｈとしてＣＰＵ５８に内蔵した図示しないメ
モリに格納する（ステップＳ１０）。
【００２８】上述したように前記ＣＰＵ５８の制御によ
り前記内視鏡１０と前記ライトガイドケーブル１４との
非接続が判断されたときには、前記絞り制御回路３８へ
遮光信号が出力される。
【００２９】前記絞り制御回路３８は、入力された遮光
信号に基づき前記パネル２１のスタンバイＬＥＤ２２ｂ
を点灯すると共に、前記絞り３５が光源ランプ３１から
の照明光を遮光するように前記絞り駆動回路３７に駆動
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7
レベルを入力しこの絞り駆動回路３７を作動させる。そ
して、絞り駆動回路３７は、前記絞り制御回路３８から
の駆動レベルに従ってステッピングモータ３６を駆動
し、このステッピングモータ３６の回転によって前記絞
り３５が光源ランプ３１からの照明光を遮光するように
なっている。
【００３０】このように構成された光源装置２０を備え
た内視鏡装置１を用い、図示しないトラカールを介して
内視鏡１０を図示しない気腹された腹腔に挿入し、内視
鏡観察を行う。そして、観察時に一旦内視鏡１０を引き
抜いて、視野角度の違った内視鏡１０に交換するという
場合に、ライトガイドケーブル１４を内視鏡１０より外
し、交換操作を行う。
【００３１】ここで、ライトガイドケーブル１４から出
射される光が眩しいが、上述した検出回路５０の動作に
より内視鏡１０とライトガイドケーブル１４とが非接続
であると判断され、光源装置２０の出力が遮光される。
このため、ライトガイドケーブル１４から出射される光
は眩しくはならず内視鏡１０の交換ができる。内視鏡１
０の交換後に、パネル２１のＳＴＡＮＤ－ＢＹスイッチ
５を押下操作することにより、ＳＴＡＮＤ－ＢＹが解除
されて元の観察ができるように光源ランプ３１から照明
光が供給される。
【００３２】この結果、ＬＥＤ４１の発光を周波数変調
し、受光素子４２からの出力信号を、前記ＬＥＤ４１の
発光タイミングに同期させて受光信号として取り出すこ
とによりノイズ等の影響を受け難く精度の良い検出が可
能となり、従来のライトガイドケーブル１４がそのまま
使用できる。
【００３３】尚、本実施の形態では光源ランプ３１とし
てメタルハライドランプやキセノンランプを用いたがこ
れに限定されるものではなく、多種の高圧放電灯、ハロ
ゲンランプなどが使用可能である。
【００３４】（第２の実施の形態）図８ないし図１２は
本発明の第２の実施の形態に係わり、図８は本発明の第
２の実施の形態の内視鏡用光源装置の内部構成を示す説
明図、図９は内視鏡に着脱自在に接続されるライトガイ
ドを示す説明図、図１０は図９のライトガイドの変形
例、図１１は図８の検出回路を示す回路ブロック図、図
１２は図１１の検出回路の各部の信号波形を示すグラフ
である。
【００３５】上記第１の実施の形態では、ライトガイド
ファイバ１５に供給する光源ランプ３１からの照明光と
赤外線ＬＥＤ４１からの検出光とをライトガイドファイ
バ１５の同一の端面１５ａから導光すると共に、同じく
この端面１５ａからの検出光の戻り光を受光素子４２で
検出するように構成しているが、本第２の実施の形態で
は赤外線ＬＥＤ４１からの検出光及び受光素子４２で検
出する検出光の戻り光をそれぞれ導光するように構成す
る。
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【００３６】図８に示すように本第２の実施の形態の光
源装置６０は、前記ライトガイドケーブル１４のコネク
タ２６を保持するリセプタクル２７に赤外線ＬＥＤ４１
及び受光素子４２が設けられている。
【００３７】前記ライトガイドケーブル１４に挿通して
いるライトガイドファイバ１５は図９に示すような構造
となっており、このライトガイドファイバ１５には前記
赤外線ＬＥＤ４１に対向するライトガイドファイバ６１
ａ及び前記受光素子４２に対向するライトガイドファイ
バ６１ｂが設けられている。
【００３８】そして、前記ライトガイドファイバ１５は
光源側のライトガイド端面１５ａを構成するライトガイ
ドファイバ６１ｃと、前記ライトガイドファイバ６１ａ
及び前記ライトガイドファイバ６１ｂとが１本に束ねら
れて内視鏡１０側の端面となるようになっている。
【００３９】尚、図１０に示すように半円リング上の導
光部材６２を２つ組み合わせてライトガイドケーブル１
４に設けて構成しても良い。これにより、ライトガイド
ケーブル１４のコネクタ２６が回転しても、この半円リ
ング状の導光部材６２により赤外線ＬＥＤ４１からの検
出光を確実にライトガイドファイバ１４（６１ａ～６１
ｃ）に導光できると共に、ライトガイドファイバ１４
（６１ａ～６１ｃ）からの戻り光を確実に受光素子４２
に導光できる。尚、前記導光部材６２は回転によってそ
れぞれ入れ替わっても、これらの動作は同様である。
【００４０】また、前記赤外線ＬＥＤ４１を駆動すると
共に、前記受光素子４２で検出した戻り光を信号処理す
る検出回路７０は、図１０に示す回路ブロックによって
構成される。前記検出回路７０は、図５で説明したの同
様な発振回路５１とドライバ回路５２及び増幅回路５３
を有し、前記受光素子４２で受光された受光信号を前記
増幅回路５３で増幅した後、一定の振幅が得られるよう
に可変増幅するＡＧＣ回路７１と、このＡＧＣ回路７１
で増幅された受光信号を前記発振回路５１の発振周波数
に同期してクランプするクランプ回路７２と、このクラ
ンプ回路７２内の図示しないコンデンサを充放電する電
流を検出可能な電流検出抵抗Ｒ１と、この電流検出抵抗
Ｒ１により検出された電流を電圧降下として検出可能に
増幅する電圧増幅回路７３と、この電圧増幅回路７３で
増幅され、前記クランプ回路７２内のコンデンサ（不図
示）の放電する方向の一定レベル以上が基準電圧と比較
されるコンパレータ７４と、このコンパレータ７４の出
力結果により減光信号を出力するＣＰＵ７５とを設けて
構成される。
【００４１】このように構成された光源装置６０を備え
た内視鏡装置を用い、第１の実施の形態と同様に、図示
しないトラカールを介して内視鏡１０を図示しない気腹
された腹腔に挿入し、内視鏡観察を行う。
【００４２】内視鏡１０の使用途中でライトガイドケー
ブル１４が内視鏡１０から外されると、光源装置６０内
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9
の受光素子４２の出力レベルが低下し、図１２に示すよ
うな変化をする。この受光素子４２の受光波形の変化に
よって、クランプ回路７２に流れるクランプ電流は大き
く変化し、この電流変化によりコンパレータ７４が出力
を行い、ライトガイドケーブル１４の非接続が判断され
る。このコンパレータ７４の出力結果によりライトガイ
ドケーブル１４の非接続を判断したＣＰＵ７５は、減光
信号を絞り制御回路３８に出力する。絞り制御回路３８
では減光レベルを設定し、絞り駆動回路３７に出力す
る。絞り駆動回路３７は光束絞りを減光レベルにし、光
源装置６０から出力がされていることが分かるレベルの
明るさで照明光を供給する。以降の動作は、第１の実施
の形態と同様なので省略する。
【００４３】この結果、第１の実施の形態と同様に、ラ
イトガイドケーブル１４の非接続を光学的に検出するよ
うに構成したので精度良くライトガイドケーブル１４と
内視鏡１０の接続を検出できる。
【００４４】（第３の実施の形態）図１３ないし図１７
は本発明の第３の実施の形態に係わり、図１３は本発明
の第３の実施の形態の内視鏡用光源装置の内部構成を示
す説明図、図１４は内視鏡に着脱自在に接続されるライ
トガイドを示す説明図、図１５は図１３の検出回路を示
す回路ブロック図、図１６は図１５の検出回路の各部の
信号波形を示すグラフ、図１７は図１５のＣＰＵの制御
を説明するフローチャートである。
【００４５】上記第１、第２の実施の形態ではライトガ
イドケーブル１４の非接続を光学的に検出するように構
成しているが、本第３の実施の形態では更に検知スイッ
チを設けて構成する。
【００４６】図１３に示すように本第３の実施の形態の
光源装置８０は光源ランプとして、セラミックタイプと
呼ばれる光源ランプ８１に放物面反射鏡を内蔵したタイ
プで、内部にキセノンガスが封入される構造の高圧放電
管を用いて構成される。そして、この光源ランプ８１で
放射される照明光は、内部の放物面反射鏡によって平行
光で出力され、集光レンズ８２でライトガイド端面１５
ａに集光されるようになっている。
【００４７】また、前記ライトガイドケーブル１４のコ
ネクタ２６を保持するリセプタクル２７には、前記受光
素子４２と、ＬＧ検知スイッチ８３とが設けられてい
る。前記ＬＧ検知スイッチ８３はマイクロスイッチの構
造をもち、ライトガイドケーブル１４が挿入されること
によってＯＮするようになっている。これによって、ラ
イトガイドケーブル１４の接続、非接続の検出が可能と
なっている。
【００４８】また、前記赤外線ＬＥＤ４１は前記ライト
ガイド端面１５ａに検出光を入射可能に且つ、この検出
光が前記リセプタクル２７に設けた前記受光素子４２に
入射されない位置に配置される。これにより、前記受光
素子４２は前記赤外線ＬＥＤ４１から放射される検出光
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の影響を受けずに、ライトガイド端面１５ａからの戻り
光を確実に受光できるようになっている。
【００４９】前記ライトガイドケーブル１４に挿通して
いるライトガイドファイバ１５は、図１４に示すように
導光リング８４が設けられて構成されており、前記赤外
線ＬＥＤ４１の光を前記ライトガイドファイバ１５に導
光し、途中から分岐されたライトガイドファイバ８５ｂ
によって前記導光リング８４に導光されるようになって
いる。
【００５０】前記ＬＧ検知スイッチ８３からの検知信号
を受信する一方、前記赤外線ＬＥＤ４１を駆動すると共
に、前記受光素子４２で検出した戻り光を信号処理する
検出回路９０は、図１５に示す回路ブロックによって構
成される。
【００５１】前記検出回路９０は、図５で説明したの同
様な発振回路５１と、ドライバ回路５２と、増幅回路５
３及びＡ／Ｄコンバータ５６を有し、前記増幅回路５３
で増幅された受光信号を前記発振回路５１の発振周波数
に同期させ、前記Ａ／Ｄコンバータ５６でＡ／Ｄ変換す
るタイミングを取ってサンプリングを行うためのパルス
発生回路９１と、このパルス発生回路９１で発生したパ
ルスにより前記Ａ／Ｄコンバータ５６でＡ／Ｄ変換され
たデジタル信号に基づいて、「減光」又は「警告」の制
御信号を前記絞り制御回路３８に出力するＣＰＵ９２と
を設けて構成される。尚、警告信号は、警告音を発生す
るように絞り制御回路３８に接続された図示しないブザ
ーから発生されるようになっている。また、Ａ／Ｄコン
バータ５６は１６ｂｉｔ程度の分解能を有し、前記増幅
回路５３の入力範囲に対してＡＧＣ（オートゲインコン
トロール）を必要とせず、広いダイナミックレンジを有
するようになっている。この広いダイナミックレンジで
Ａ／Ｄ変換された信号は前記ＣＰＵ９２のｂｉｔ数を１
６ｂｉｔにすることで、処理能力を上げている。
【００５２】このように構成された光源装置８０を備え
た内視鏡装置を用い、第１、第２の実施の形態と同様
に、図示しないトラカールを介して内視鏡１０を図示し
ない気腹された腹腔に挿入し、内視鏡観察を行う。
【００５３】第１の実施の形態と同様に、前記赤外線Ｌ
ＥＤ４１は前記発振回路５１の発振周波数に同期してＯ
Ｎ／ＯＦＦを繰り返し、出力光をライトガイドファイバ
１５に入射する。そして、ライトガイドファイバ１５か
らの戻り光は受光素子４２で受光され、前記受光素子４
２は受光信号を出力する。この受光素子４２からの受光
信号は増幅回路５３によって増幅され、パルス発生回路
９１で発生したパルスによりＡ／Ｄコンバータ５６でＡ
／Ｄ変換されたデジタル信号はサンプリングされ、受光
レベルデータとなって出力される。
【００５４】ここで、図１６に示すように前記内視鏡１
０と前記ライトガイドケーブル１４とが非接続の場合に
は、Ａ／Ｄコンバータ５６の受光レベルデータが平均値
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11
より低くなる。そして、Ａ／Ｄコンバータ５６から出力
される受光レベルデータは、後述する図１７のフローチ
ャートに従ってＣＰＵ９２に読み込まれ、以前の受光レ
ベルデータの平均値と比較してライトガイドケーブル１
４の非接続を判断し、絞り制御回路３８に制御信号を出
力するようになっている。
【００５５】内視鏡１０の使用途中でライトガイドケー
ブル１４が内視鏡１０から外されるとＬＧ検知スイッチ
８３から検知信号が検出回路９０に出力されると共に、
この検知信号を受けた検出回路９０のＣＰＵ９２は図１
７に示すようなフローチャートのプログラムを実行す
る。
【００５６】次に、図１７のフローチャートを参照し
て、前記ＣＰＵ９２の制御を説明する。先ず、ＬＧ検知
スイッチ８３からの検知信号の有無を検出し（ステップ
Ｓ１１）、無ければ減光信号を絞り制御回路３８へ出力
する（ステップＳ１２）。検知信号が有れば、ディジタ
ル信号に変換された受光レベルデータをＡ／Ｄコンバー
タ５６から読み込み、その値をＡ／Ｄ値（ｉ）と置く
（ステップＳ１３）。次にこのＡ／Ｄ値（ｉ）から以前
のＡ／Ｄ値（ｉ－１０）まで読み込んでその値を記憶し
（ステップＳ１４）、記憶したＡ／Ｄ値（ｉ－１０）の
平均値を算出する（ステップＳ１５）。Ａ／Ｄ値（ｉ）
を算出したＡ／Ｄ値（ｉ－１０）の平均値と比較し、Ａ
／Ｄ値（ｉ）が低ければ（ステップＳ１６）、更にＡ／
Ｄコンバータ５６から読み込み、その値をＡ／Ｄ値（ｉ
＋１）と置く（ステップＳ１７）。そして、Ａ／Ｄ値
（ｉ）と同様にＡ／Ｄ値（ｉ－１０）の平均値と比較
し、Ａ／Ｄ値（ｉ）が低ければ（ステップＳ１８）、減
光信号及び警告信号を絞り制御回路３８へ出力する。
尚、Ａ／Ｄ値（ｉ）又はＡ／Ｄ値（ｉ＋１）がＡ／Ｄ値
（ｉ－１０）の平均値に比べて低くなければ、それぞれ
ステップＳ１１へ戻る。尚、Ａ／Ｄ値（ｉ）又はＡ／Ｄ
値（ｉ＋１）がＡ／Ｄ値（ｉ－１０）の平均値に比べて
低くなければ、それぞれステップＳ１１へ戻る。
【００５７】このように光源装置８０の減光と同時に警
告音が発せられ、光源装置８０が自動的に作動したこと
を内視鏡１０の術者に伝える。そして、内視鏡１０の交
換が終って、再びライトガイドケーブル１４が接続され
ると、再接続の検出が行われる。
【００５８】Ａ／Ｄコンバータ５６から受光レベルデー
タを読み込み、その値をＡ／Ｄ値（ｉ＋ｎ）と置く（ス
テップＳ２０）。そして、Ａ／Ｄ値（ｉ＋ｎ）がＡ／Ｄ
値（ｉ－１０）の平均値以上であれば（ステップＳ２
１）、ライトガイドケーブル１４の接続が検出され、減
光解除信号が絞り制御回路３８へ出力されて元の設定に
戻り（ステップＳ２２）、光源装置８０からは元の状態
で照明光が出力される。一方、Ａ／Ｄ値（ｉ＋ｎ）がＡ
／Ｄ値（ｉ－１０）の平均値未満であれば、ステップＳ
１９へ戻る。
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【００５９】この結果、ライトガイドケーブル１４の再
接続も自動的に検出できるようになり、いちいち解除操
作を行わなくてもよい。また、自動的な作動により「警
告」音を発生することで、術者に作動状態を知らせるこ
とができる。しかも、第１の実施の形態と同様に、光学
的に検出するようにしたので精度良くライトガイドケー
ブル１４と内視鏡１０の接続を検出できる。
【００６０】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００６１】［付記］
（付記項１）  内視鏡に着脱自在に接続可能で、光源で
発生する照明光を前記内視鏡に伝達するライトガイドを
内設したライトガイドケーブルと、前記光源からの照明
光とは異なる波長の検出光を発生し、この検出光を前記
ライトガイドケーブルのライトガイドに供給可能な検出
光源と、前記ライトガイドからの戻り光から前記検出光
の戻り光を検出可能なセンサ手段と、前記検出光の戻り
光のレベルを検出し、この検出結果により前記内視鏡と
前記ライトガイドとの非接続を判断したときには、前記
照明光の供給を遮断又は減少させる制御手段と、を具備
したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【００６２】（付記項２）  前記制御手段は、前記内視
鏡と前記ライトガイドとの接続時における検出光の戻り
光のレベルから所定の境界値を算出し、前記境界値に対
して検出した検出光の戻り光のレベルが低くなったとき
には前記内視鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断
し、前記境界値に対して戻り光のレベルが高くなったと
きには前記内視鏡と前記ライトガイドとの接続を判断す
ることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡用光源装
置。
【００６３】（付記項３）  内視鏡に着脱自在に接続可
能で、光源で発生する照明光を前記内視鏡に伝達するラ
イトガイドを内設したライトガイドケーブルと、前記ラ
イトガイドケーブルに内設し、前記照明光以外の検出光
を伝達する検出光用ライトガイドと、前記光源からの照
明光とは異なる波長の検出光を発生し、この検出光を前
記ライトガイドケーブルの検出光用ライトガイドに供給
可能な検出光源と、前記内視鏡のライトガイドケーブル
接続部に設けた検出光用反射部と、前記ライトガイドケ
ーブル接続部に設けた検出光用反射部からの戻り光から
前記検出光の戻り光を検出可能なセンサ手段と、前記検
出光の戻り光のレベルを検出し、この検出結果により前
記内視鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断したとき
には、前記照明光の供給を遮断又は減少させる制御手段
と、を具備したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【００６４】（付記項４）  前記制御手段は、前記内視
鏡と前記ライトガイドとの接続時における検出光の戻り
光のレベルから所定の境界値を算出し、前記境界値に対
して検出した検出光の戻り光のレベルが低くなったとき
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には前記内視鏡と前記ライトガイドとの非接続を判断
し、前記境界値に対して戻り光のレベルが高くなったと
きには前記内視鏡と前記ライトガイドとの接続を判断す
ることを特徴とする付記項３に記載の内視鏡用光源装
置。
【００６５】（付記項５）  前記検出光の戻り光を前記
センサ手段に導光する導光手段を設けたことを特徴とす
る付記項１又は３に記載の内視鏡用光源装置。
【００６６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、精
度良くライトガイドと内視鏡との接続を検出可能な内視
鏡用光源装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の全体
構成図
【図２】図１の内視鏡用光源装置のパネルのレイアウト
を示す説明図
【図３】図１の内視鏡に着脱自在に接続されるライトガ
イドを示す説明図
【図４】図１の内視鏡用光源装置の内部構成を示す説明
図
【図５】図４の検出回路を示す回路ブロック図
【図６】図５のＣＰＵの制御を説明するフローチャート
【図７】同期整流後の出力光を示すグラフ
【図８】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用光源装置
の内部構成を示す説明図
【図９】内視鏡に着脱自在に接続されるライトガイドを
示す説明図
【図１０】図９のライトガイドの変形例
【図１１】図８の検出回路を示す回路ブロック図
【図１２】図１１の検出回路の各部の信号波形を示すグ
ラフ *
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*【図１３】本発明の第３の実施の形態の内視鏡用光源装
置の内部構成を示す説明図
【図１４】内視鏡に着脱自在に接続されるライトガイド
を示す説明図
【図１５】図１３の検出回路を示す回路ブロック図
【図１６】図１５の検出回路の各部の信号波形を示すグ
ラフ
【図１７】図１５のＣＰＵの制御を説明するフローチャ
ート
【符号の説明】
１           …内視鏡装置
１０         …内視鏡
１４         …ライトガイドケーブル
１５         …ライトガイドファイバ
２０         …光源装置（内視鏡用光源装置）
３１         …光源ランプ
３５         …絞り
３６         …ステッピングモータ
３７         …絞り駆動回路
３８         …絞り制御回路
４１         …赤外線ＬＥＤ（検出光源）
４２         …受光素子（センサ手段）
５０         …検出回路
５１         …発振回路（ＯＳＣ）
５２         …ドライバ回路
５３         …増幅回路（ＡＭＰ）
５４         …同期整流回路
５５         …可変増幅器
５６         …Ａ／Ｄコンバータ（Ａ／Ｄ）
５７         …Ｄ／Ａコンバータ（Ｄ／Ａ）
５８         …ＣＰＵ

【図１】 【図２】
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【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１５】
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